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原因はなんであっても
一人一人は愛され
生かされるべき存在

市内のA小学校６年生
不登校児童各クラスに１名
B中学校は各クラスに２名

学力不振・コミュニケーション能力不足・
保護者の過干渉・育児放棄・学校の問題・
発達障害・子供の貧困等





こんな子どもを育てたい

♪わかるって
楽しい♪

♫できるって
嬉しい♫

○ 子どものありのままを受
け入れる。

○ 子どもの自主性を伸ばす
○ 子どものよさをみつけて

ほめる。



授業料は

一時間５００円
少人数
(一クラス５人まで）



研修会「保健室の窓から」原きよ子先生

２０１４年９月１２日 於 狭山キリスト教会 １５名参加



拡大研修会
「団体の運営これからどうする」二子石章先生

２０１５年２月２８日 於 狭山市立中央公民館 ３６名参加



第三回教育講演会 「子供へのまなざし」
～響きあう心～ 佐々木正美先生

２０１４年６月１１日 於 水野公民館 １１７名参加



第四回教育講演会
「不登校は僕の最高の青春」金藤晃一先生

２０１４年１１月５日 於 狭山市立中央公民館 ８４名参加



教育講演会のビデオを観る会

昼の部

夜の部



協働を希望する理由
○ 資金援助

○ 情報提供（教育講演会講師の紹
介・不登校児童の紹介）

○ 広報(後援・共催）

○ 運営の相談



収支計画
１ 収入の部

項 目 予算額（円） 積算内訳

入会金 5000 1000円×5人

授業料 360000 500円×4回×9か月×２０人

教材費 20000 1000円×２０人

冷暖房費 30000 1500円×２０人

補助金 143000

合 計

558000



２ 支出の部

項 目 予算額（円） 積算内訳・使途目的

スタッフ人件費 324000 450円×4回×9か月×２０人

★謝礼金 60000 教育講演会講師謝礼（5万円×1回）・研修会講師謝礼（5千円×２回）

消耗品 45350

教科書 12000１年生～６年生、中学１年生～３年生

参考書 13000各学年の問題集・参考書

★水性ペン 3150１５０円×２1＝３150円

★A4用紙 3000５００円×６＝３０００円

★トナー 14200３５５０円×４＝１４２００円

★印刷・製本代 12850

3240名刺印刷代 １００枚

5080チラシ印刷 片面４色 （２０００枚）×２回＝5080円

4530パンフレット A4両面 ２０００部

賃貸料 66000

30000冷暖房費

36000施設賃貸費

★備品 パソコン 49800 49800パソコン Vostro 15-3000

合 計
558000



教材作りのためのパソコン



事業の成果

① 協働により近隣の学校に広報すること
ができて、支援が必要な保護者や児童に寄
り添うことができる。

②教育センター等公の教育相談機関に地理
的、時間的に通いにくい立場にいる児童、
生徒が、安心して利用できる。

③金銭的にバックアップが得られ、必要なも
のを購入したり、講演会や研修会を開いたり
できる。



課 題

○ 運営は、学習場所を貸してくれる
教会の理解と教師のボランティア精神
によるところが大きい。金銭面で厳し
い。

○ 理念に賛同できても、実行が難
しい。理念を実行できる教師の研修
と、人材の確保



○ ブランチ教室の拡大。

○ 法人化を模
索中。

○ 小中学校のPTAや

発達障害の親の会、病
院、SSVCその他の団体
と交流・連携。

展 望



すべての人に何もかもはできないけれど
誰かに何かはできる。

♡ご清聴ありがとうございます♡♡

「ひとりひとりに寄り添う学習支援事業」


